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城西国際大学から読者の方へ、耳より情報をお届けします。

T o k i m e k i  N e w s  L e t t e rT o k i m e k i  N e w s  L e t t e r

城西国際大学ニュースレター

2021年度2021年度

春学期 コミュニティカレッジ講座春学期 コミュニティカレッジ講座
研究推進・社会貢献部  社会連携課
〒283- 8555 千葉県東金市求名1番地
TEL: 0475- 55-7685  FAX: 0475- 53- 2186
MAIL:clics-jim@jiu.ac.jp
受付：月曜日〜金曜日  10: 00 〜 16: 00

問い合わせ
申し込み

○興味のある講座がありましたら、お気軽にお問い合わせください！

実施 
方法 講座名 講師 日時 受講料

オ
ン
ラ
イ
ン

English Communication 
（英語・中級クラス）

本学国際人文学部　教授 
Maria S.Ichiyama

5/14（金）〜 毎週金曜日 
11:10 〜 12:40

13, 000円 
（全10回）

すぐに話せる中国語 本学国際人文学部　准教授 
李　頴清

5/17（月）〜 毎週月曜日 
13:30 〜 15:00

13, 000円 
（全10回）

オ
ン
デ
マ
ン
ド

日本の図書館の歴史 本学国際人文学部　准教授 
長尾　宗典

6月頃〜約1 ヶ月間 
YouTube配信

3, 600円 
（全3回）

世界遺産の不思議と魅力 世界遺産アカデミー認定講師 
片岡　英夫

6月頃〜約1 ヶ月間 
YouTube配信

4, 500円 
（全3回）

通
信

毛筆を楽しく 
生活の中に毛筆を

学書院　香秋教室　正師範 
渡邉　秋瑤

5月〜7月 
※課題を郵送にて提出

5, 000円 
（全5回）

手軽に始めて奥の深い 
水彩画の魅力

蓮池絵画教室　主宰 
蓮池　孝志

5月~7月 
※課題を郵送にて提出

5, 000円 
（全5回）

展覧会のお知らせ展覧会のお知らせ
城西国際大学水田美術館
〒283- 8555 千葉県東金市求名1番地
TEL: 0475- 53- 2562
https://www.jiu.ac.jp/museum
開館時間：10: 00 〜 16: 00   休館日：日曜日、月曜日、祝日

新型コロナウイルスの感染状況により、会期やイベントを変更する場合があります。

プルチョウコレクション展
風俗画と源氏絵を中心に

《吉野山・和歌浦図屏風》左隻、紙本着色、六曲一双、江戸時代、個人蔵
宮川長春《江戸風俗図巻》部分、絹本着色、二巻、享保（1716 ～ 36）

日本文学研究者ヘルベルト・プルチョウ氏（1939～2010）は、部屋に掛
軸や屏風を飾り、生活の中で日本美術を楽しんでいました。本展では、最
晩年に収集された《月次風俗図屏風》《吉野山・和歌浦図屏風》などの初
公開の風俗画や、源氏物語を描いた作品を紹介します。

五月の年中行事を描いた《賀茂競馬図屏風》や重陽の節句を題材にした
美人画など、季節ごとの暮らしの風情が表された作品を紹介。併せて、特
別出品として東金市所蔵の指定文化財・朝岡興禎筆《春秋田園風俗図屏
風》を展示します。

水田コレクション展

四季の風物詩

◆ スライドトーク（当館学芸員による作品解説）  予約不要
10月1日［金］予定  13:30 ～（約30分）

◆ 講演会　講師：稲墻朋子氏（岡田美術館学芸員）  要予約
10月9日［土］予定   13:30 ～ 15:00

「宮川長春《江戸風俗図巻》で楽しむ江戸の遊び」＊スライドトーク、講演会会場：図書館1階オリエンテーションルーム

▶ 9月21日［火］〜10月9日［土］ 入館無料▶ 6月22日［火］〜7月17日［土］ 入館料：一般300円、
高校生以下無料

◆ スライドトーク（当館学芸員による作品解説）  予約不要
7月2日［金］、9日［金］  13:30 ～（約30分）
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P.12 -13 より
※「ふるさとの想い出写真集 明治大正昭和 東金・九十九里」
　国書刊行会（1992）より引用しています

八鶴館（昭和初期）

ときめきは、東金市ホームページで公開しています。

神社の境内や街中で咲き誇るアジサイは、初夏の到来を感
じさせてくれますよね。雨に濡れた姿は風情があって特に
素敵です。八鶴湖や山王台公園など、東金市内にはアジサ
イを愛でるスポットが多彩。この季節を楽しみましょう！

アジサイ

表紙イラスト／いわせみつよ

『ときめき』はここに置いてあります［順不同］

● 東金市内

東金市役所（受付または生涯学習課）
ふれあいセンター
東金図書館
各市立公民館
東金文化会館
東金アリーナ
東金市トレーニングセンター
道の駅みのりの郷東金
東金商工会議所
東金駅

● 東金市外

山武市
さんぶの森図書館＆文化ホール
松尾 IT保健福祉センター (図書館)
成東総合運動公園
山武市歴史民俗資料館
成東図書館
道の駅オライはすぬま
成東駅

九十九里町
中央公民館
つくも学遊館
海の駅九十九里

大網白里市
中央公民館
白里公民館
大網駅

● その他

東金市内・近隣市町の商業施設等

で東金市 ときめき 検索

今号の表紙

※本誌掲載情報は編集時点のものです。
　主催者等の事情により、内容が変更になる場合があります。
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イベント情報

東金文化会館
お問い合わせは　☎ 0475-55-6211

http://www.tobunspo.or.jp

＊ メルマガ配信中！ ～東金文化会館チケット情報をいち早くお届けします～

①ＱＲコード読取り機能のある携帯電話をお持ちの方は、左のＱＲコードを読取ってください。
②メール送信画面となりますので、そのままメールを送信してください。
③メルマガ登録用メールが届きますので、必要事項を入力して送信してください。→登録完了です。
※年会費・登録料無料（通信料のみお客様負担）  ※メールアドレスをお持ちの方のみ登録できます。

下記アドレスに空メール[題名（件名）、本文を何も
入力しない]を送ってください。
merumaga-toganebunka@mhai.jp

メルマガ会員特典あり

6
26

土
南こうせつコンサートツアー2021

〜いつも歌があった〜

共催事業

17：00開演　大ホール
全席指定  前売6,800円

〈チケットプレイガイド〉A 〜 C、E 〜 K
好評発売中

日本を代表するフォークシン
ガー、南こうせつ。かぐや姫時
代の「神田川」「妹」、ソロになっ
てからの「夏の少女」「夢一夜」
など多くのヒット作品を持つ。
あたたかい歌声と軽妙なトー
クをお楽しみください。

6
12

土

劇場版「鬼滅の刃」無限列車編
TOGANEシネマ vol.34

①10:00（開場9:30）  ②14:00（開場13:30）
大ホール（上映時間117分）
全席自由  当日券のみ
※各回入れ替え制
※当日券は各回の開場時刻より販売します。
一般 1,000円／
高校生以下（3歳以上） 700円

原作：吾峠呼世晴
（集英社ジャンプ コミックス刊)
監督：外崎春雄

© 吾峠呼世晴／集英社・アニプレックス・ufotable

7
17

土

映画 ドラえもん のび太の新恐竜
TOGANEシネマ vol.35

①9:30（開場9:00）
②13:00（開場12:30）
③16:30（開場16:00）
大ホール（上映時間110分）
全席自由  当日券のみ
※各回入れ替え制
※当日券は各回の開場時刻より販売します。
一般 1,000円／
高校生以下（3歳以上） 700円

原作：藤子・F・不二雄
脚本：川村元気
監督：今井一暁

©藤子プロ・小学館・テレビ朝日・シンエイ・ADK 2020

6
19

土 習志野市立
習志野高校吹奏楽部演奏会
東金公演2021

14:30開演　大ホール
全席指定　S 席  一般 2,000円／高校生以下 1,000円

A席  一般 1, 500円／高校生以下 1,000円
好評につきチケットは完売しました。
全国にファンを持つ習志野高校吹奏楽部。清々しく、エネル
ギッシュ、やわらかで優美な習志野サウンド！圧巻のパフォー
マンスをご堪能ください。

※新型コロナウイルス感染症の状況によっては、変更となる場合がござ
いますので、ホームページなどで最新の情報をご確認ください。

みんなで合奏♫ ホールの反響板開放♪
貸し切りの舞台で合奏練習♪ マイ楽器をもって集まろう！

日時：7月10日（土） 9:00 〜17:30 ［大ホール］  1枠60分  ※準備・撤収の時間を含む。
料金：1枠 2,000円　　対象：小学生以上  ※小学生は保護者同伴
申込方法：電話のみ（先着順、定員になり次第締切）

・感染症対策のため、演奏者同士は十分な間隔をあけてください。
・管楽器奏者は必ず水抜き用のタオルなどをご持参し、床に垂らさないようご配慮ください。
・ステージに反響板、ピアノ1台（セミコン・移動不可）、譜面台5台の用意があります。
・1枠10名まで参加できます（見学、付き添いを含む）。連続・重複のご予約はご遠慮ください。
・ピアノ練習のみでのご利用も可能です。
・発表会、演奏会でのご利用、およびレッスン料などを伴う営利活動には利用できません。
・ピアノの弦を直接弾いたり、弦と弦の間に物を詰めるなどの特殊奏法は禁止です。
・和太鼓の演奏はご遠慮ください。　・会館の音響設備（マイク、スピーカーなど）および電源の貸し出しは行いません。

6月26日（土） 9:00より受付開始東金市民先行受付 7月3日（土） 9:00より受付開始一般受付

※本公演は 、2020年6月27日の振替公演です。
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東金文化会館プレイガイド ※公演によってプレイガイドは異なります。アルファベットにて参照してください。
※プレイガイドによって購入方法が異なりますのでご注意ください。

親子de オペラ鑑賞デビュー
「ヘンゼルとグレーテル」

二期会BLOC千葉オリジナル版

14：00開演　小ホール
全席自由  大人1,600円／子供1,000円
※3歳未満は保護者の膝上無料。

〈チケットプレイガイド〉A 〜 G
6月上旬発売開始予定

0歳から入場できます。
お子さまのオペラ観賞デビュー
にいかがでしょうか。

9
12

日

A 東金文化会館� ☎ 0475-55-6211
B サンピア総合案内所� ☎ 0475-54-3511
C 多田屋サンピア店（2 階書籍売場）�☎ 0475-52-5561
D 成東文化会館のぎくプラザ� ☎ 0475-82-5222

E 大網白里アミリィ 1F 吉井クリーニング�☎ 0475-73-2178
F 晶光堂茂原アスモ店� ☎ 0475-23-8585
G 丸越楽器横芝松尾店� ☎ 0479-82-6326
H チケットぴあ� ☎ 0570-02-9999

I ローソンチケット� https://l-tike.com
J  CN プレイガイド� ☎ 0570-08-9999
K e+（イープラス）� https://eplus.jp/

9
5

日
竹之内淳子ソプラノコンサート
〜家族に歌のエールを〜

共催事業

14：00開演　小ホール
全席自由  大人2,500円／高校生・大学生500円

※当日500円増し
中学生以下（保護者同伴）無料
※要整理券

〈チケットプレイガイド〉A 〜 G
7月上旬発売開始

《ゲスト》　バリトン　岩田健志
ピアノ　鈴村真貴子

〈予定曲目〉
・『スタジオジブリ名曲集』より “となりのトトロ”   久石譲作曲
・ミュージカル『マイ・フェア・レディ』より “ 踊り明かそう”   F.ロウ作曲
・オペラ『蝶々夫人』より “ある晴れた日に”   G.プッチーニ作曲

8
29

日
東金 Summer JAZZ 2021
ービオリカ＆ジャズ コネクションー

東金文化会館四季彩（いろどり）コンサート  －夏－

14：00開演　大ホール
全席自由  2,000円

〈チケットプレイガイド〉A 〜 G
6月26日（土）発売開始

華やかに、涼やかにお届けするロマンティック ジャズ ライブ。

〈予定曲目〉
LOVE、Take five、
Fly Me to the moon、
The Rose、涙そうそう　他

Viorica：ヴォーカル

〈ジャズ コネクション〉
・七尾ひであき: Pf.  ・Kevin Carter : Sax.
・Coleman Bayliss : Bass.
・Mike Marrington : Drs.

10
3

日 〜子育てMAMA・PAPA 応援〜

“ポルケ”ファミリーコンサート

11：00開演　大ホールホワイエ
全席自由  大人2,000円／大人ペア3,000円

子供（小学生以下）保護者同伴につき無料  ※要整理券
〈チケットプレイガイド〉A
7月10日（土）発売開始

童謡からクラシックまで、ご 家
族で気軽に気楽に楽しめるコン
サート。0歳児から入場できます。

〈予定曲目〉
パプリカ、1歩2歩さんぽ（おかあさん
といっしょ）、赤とんぼ、メモリー（キャッ
ツ）　他

フラフェスティバル in 東金Ⅶ

13：00開演　大ホール

参 加 団 体 募 集！

フラ団体10組（予定）
※東金市、山武郡市（山武市、大網白里市、九十九里町、芝山町、横芝光町）に活動

拠点をおくアマチュアフラグループ。（１団体８分以内）

＊  募集内容

抽選会（申込数が定員を超えた場合に実施）及び開催前打合
せに参加可能な方。
開催告知チラシの配布・集客にご協力頂ける方。
※指導者1名につき1団体申込み可能（複数申込不可）

＊  参加資格

無料

＊  参加費

8
22

日

6月1日（火）〜 13日（日）  9: 00 〜 17: 00

＊  申込受付期間

※募集要項・申込用紙は5月25日（火）より東金文化会館窓口及び
会館ホームページにて配布開始しています。

※詳細は東金文化会館ホームページにて
　ご案内させていただきます。
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イベント＆タウン情報
Event & Town Information

東金こども科学館  イベント案内

申込方法:東金こども科学館ホームページ（http://www.tsc.tobunspo.or.jp）の教室案内（右QRコードも可）専用フォー
ムから、またはFAX （0475-55- 6216）で①希望教室名②参加児童氏名③学校名④学年⑤電話番号を明記の上ご応募下
さい。受付は開催日の2 ヶ月前から、応募は各教室1人1回のみ。開催日の2週間前に抽選し参加可能者にメール又は電話
連絡します。
新型コロナウイルス感染防止のため状況により止むを得ず中止・計画変更する場合があります。ご了承ください。

親（保護者）子参加が原則で、定員のあるものは事前応募です。

【問い合わせ】　東金こども科学館(東金市八坂台１丁目2107-3)
☎0475-55- 6211 ／ FAX 0475-55- 6216 ／ホームページ http://www.tsc.tobunspo.or.jp

★おもちゃの病院　毎月、第2、4日曜日　13: 00 〜 15: 30  修理部品代実費かかります。ボランティアドクター募集中!

開 催 日 　　活　　 動　　 名
6/26(土) 自然観察「九十九里浜のシロチドリを見に行こう!」300円　10: 00　20名　第二会議室& 九十九里浜

7/17
(土 )

夏  

季  

特  

別  

展

映画「ドラえもん のび太の新恐竜」　全席自由　一般1, 000円、高校生以下700円（3歳以上）
①9: 30  ②13: 00  ③16: 30　大ホール

ミュージカルショー　共催 : サンブステップス　入場自由　①11: 30  ②15: 00　小ホール　　

「アマチュア無線に挑戦しよう」　無料　9: 00 〜 16: 30　東金こども科学館

7/18
(日)

「アマチュア無線に挑戦しよう」　無料　9: 00 〜 16: 30　東金こども科学館

「バルーンアートを作ってみよう」　200円　9: 00 〜 16: 30　展示室

ミュージカルショー　協力: サンブステップス　無料　小ホール　

リカちゃんとラボ「親子で遊べる科学教室」

申込方法:リカちゃんとラボホームページ（http://www.rlabo.tobunspo.or.jp）の教室案内（右QRコードも可）専用
フォームから、またはFAX （0475-55- 6216）で①希望教室名②参加児童氏名③学校名④学年⑤電話番号を明記の上
ご応募下さい。受付は開催日の2ヶ月前から、応募は各教室1人1回のみ。開催日の2週間前に抽選し参加可能者にメー
ル又は電話連絡します。親（保護者）子参加が原則です。
新型コロナウイルス感染防止のため状況により止むを得ず中止・計画変更する場合があります。ご了承ください。
★「リカちゃんとラボ」は「理科、ちゃんと実験室」の意の任意団体で事務所は東金こども科学館内です。

主催:リカちゃんとラボ（代表：久我）　協力:（公財）東金文化・スポーツ振興財団　後援:東金市、東金市教育委員会

【問い合わせ】　東金こども科学館内(東金市八坂台１丁目2107-3)
☎0475-55- 6211 ／ FAX 0475-55- 6216 ／ホームページ http://www.rlabo.tobunspo.or.jp

開 催 日 　　活　　 動　　 名

7/3(土) 自然科学教室「ハチミツのひみつ!」（養蜂業 中村 貴一氏）　600円  
13: 30　20名　東金文化会館第二会議室

7/17(土 ) 科学実験教室「人工イクラを作ろう!」（夢化学実験隊）　100円
①11: 00　②13: 30　各20名　東金文化会館第二会議室

7/24(土 ) 科学体験教室「地球の秘密を木の葉化石で探ろう!」新和宏氏（千葉市科学館）　100円
13: 30　20名　東金文化会館第二会議室　

8/8(日) 科学工作教室「ポケ丸ロケット教室」久我敦彦、豊田敏政氏　100円
13: 30　33名　東金文化会館第二会議室& 駐車場

9/4(土 ) 科学工作教室「マーブルロケットを飛ばそう!」豊田彩人氏（山形大学工学部）　100円
13: 30　30名　東金文化会館第二会議室& 駐車場

9/18(土)
科学工作教室「陶器のふしぎ ①成型」積田正弘氏、中村貴一氏　100円(3回分)
②10/16（土）絵付　③11/13（土）窯開け（起山窯）
13: 30　30名　東金文化会館第二会議室

10/2(土) 科学体験教室「超音波でおなかの中を見てみよう!」宮川国久氏（医師）　100円
13: 30　30名　東金文化会館第二会議室　

10/23(土) 自然観察「房総の海岸で化石を探そう!」　100円
10: 00　20名　東金文化会館第二会議室講義後 バス移動　富津市海岸
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イベント＆タウン情報
Event & Town Information

東金アリーナ関連のスポーツ案内

あすなろチャレンジ・アップクラブ（午前・午後クラス）、流れるヨガ教室、ステップ教室（水曜クラス）、スローステップ教室（土
曜クラス）、ダンベルエアロビクス教室、青竹体操教室、アリーナ元気塾、アクティブシニア塾、スポーツ吹矢教室（木曜・土
曜クラス）、触覚ボール・セルフケア教室、初級エアロビクス教室（水曜・土曜クラス）、中級エアロビクス教室、バレエストレッ
チ体操教室

申込・問い合わせ先：東金アリーナ  ☎0475-50-1715
ホームページ：http://www.togane-bunspo.or.jp/arena/　E-mail：arena@togane-bunspo.or.jp
※各教室では、運動のできる服装・汗拭き用タオル・水分補給用飲み物等をご持参ください。　　 
※募集は広報・東金アリーナHPなどでお知らせ致します。　開催の途中でも定員に満たない場合は、参加可能です。
※上記、詳細について変更になる場合があります。
※新型コロナウイルス感染対策を実施していますので、参加される方はご協力をお願いいたします。
※定員に満たない場合は、中止になる場合がありますのでご了承ください。

■  東金アリーナ教室事業案内

太極拳教室、ノルディックウォーキング教室、健康ヨガ教室、ボディケアセルフケア教室、50才からの空手教室、東金Jrフッ
トサル教室（火曜クラス）、エンジョイベースボール教室、スキルアップベースボール教室、ジュニア陸上教室

申込・問い合わせ先：東千葉スポーツクラブ  ☎080-3453-3398
ホームページ：http://www.hc-sports.org/
※詳細は、東千葉スポーツクラブへお問い合わせください。
※新型コロナウイルス感染対策を実施していますので、参加される方はご協力をお願いいたします。

■  東千葉スポーツクラブ教室事業案内（東金アリーナ共催事業）

成東・東金食虫植物群落のイベント
【問い合わせ】　成東・東金食虫植物群落を守る会（管理棟）　☎0475- 82- 4871 (10:00 〜 16:00)

夏の時期は、多くの食虫植物が花を咲かせます。見ごろを迎える植物を観察しながら、季節を感じてみませんか。
● 日　時　7月18日（日）〜 24日（土）10: 00 〜 11:30

■  夏の観察週間

夏休みの宿題にピッタリなイベント！食虫植物の観察を親子でしてみませんか。
● 日　時　8月2日（月）〜 8日（日）9: 00 〜 11:30
● 対　象　小学3年生～ 6年生及びその保護者

■  夏休み食虫植物親子教室週間

※どちらも参加費無料。非常に暑い時期なので、帽子・飲み物の持参をオススメします。
※開催日時や内容が変更または中止になる場合があります。

イシモチソウ コモウセンゴケ ナガバノイシモチソウ
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イベント＆タウン情報
Event & Town Information

東金図書館企画展示「SDGs展」
【問い合わせ】　東金図書館　☎0475-50-1190

　SDGs （Sustainable Development Goals:持続可能な開発目標）は、2015年に国連で採

択された、2030年までに持続可能でよりよい世界を目指す世界共通の目標です。貧困やジェ

ンダー、気候変動などについて、「誰一人取り残さない」という理念のもと、さまざまな課題を解

決するための17の目標が設定されています。

　皆さんがこの目標を身近に感じ、行動するきっかけとなれるよう、幅広いジャンルの図書を展

示します。展示図書はすべて借りることができますので、お気軽に手にとってください。

● 期　間　9月1日（水）〜 9月30日（木）  ※6日（月）・13日（月）・16日（木）・21日（火）・27日（月）は休館です。

● 場　所　東金市立東金図書館（開館時間9: 00~17: 00）

としょかんこどもフェスタ
【問い合わせ】　東金図書館　☎0475-50-1190

本年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止となりました。

おはなし会 工作あそび

ときめき 8



緑花木市場

東金マルシェ

しばふ広場

カフェ＆リストランテカフェ＆リストランテ
とっチーノとっチーノ

駐車場

入口

出口

出入口

ふれあい
広場

＊ときめきインフォメーション

「植木のまち東金」にある千葉県下最大級の
市場。植木・盆栽・小鉢花・見本庭園など
があります。また、造園、草刈り、消毒などの
ご依頼・ご相談も承ります。

緑花木市場

東金市近郊の朝採れ野菜に旬の果物、そし
て手造りの加工品、今一番おいしく召し上
がれるものばかりを取り揃えました。美味
しいお土産や東金市マスコットキャラクター
「とっちー」グッズもあります。

東金マルシェ

太陽の光が燦々と降りそそぐ開放的なレス
トラン。旬の新鮮素材をふんだんに使った
パスタが自慢。美味しいスイーツとコーヒー
で、くつろぎの時間をお過ごしください。
※メニューは季節によって変わります。詳しくはウェブ

サイトをご覧ください。

カフェ＆		
リストランテ とっチーノ

旬の野菜の旨味たっぷりのオ
イルパスタです。 東金市産米で作った米粉麺

（米粉30%）のもちもちパスタ
メニューです。

「海老とほうれん草のクリー
ムパスタ カレー風味」

「彩り野菜のパスタ」

「東金黒大豆みそともろみ
で漬けたやわらか国産鶏も
ろみ焼き」

サラダ・ドリンクバー付
1,150円（税込）

セットはサラダ・ドリンクバー付
1,150円（税込）

『小麦のかくし味』という東金
秘伝の発酵醸造液をベースに
味付けをした国産鶏肉は、発
酵効果で柔らかく、やさしい味
わいです。

とっチーノ イチオシのメニューを
紹介します。

パスタランチセットA パスタランチセットC

2014年4月　　産業交流拠点施設「みのりの郷東金」オープン
2015年11月	　　「みのりの郷東金」が道の駅に認定
2018年4月	 　　東金市六次産業化拠点施設（加工場）オープン

沿 革

直売所  東金マルシェ� 9:00 〜 18:00

みのりキッチン� 9:00 〜 17:00（3月〜 10月）
9:00 〜 16:30（11月〜 2月）

カフェ＆リストランテ  とっチーノ
� 11:00 〜 16:00（L.O.15:00）

緑花木市場� 9:00 〜 18:00（3月〜 10月）
� 9:00 〜 17:00（11月〜 2月）

営 業 時 間

みのりの郷東金は、市民の皆 様の

ウレシイ・オイシイ・タノシイがいっ

ぱい！のリフレッシュ空間です。
駅 長駅 長

（場内 MAP）

どんなところ？どんなところ？

千葉県東金市田間1300-3　☎0475-53-3615
e-mail：info-genki@minorinosato-togane.com
https://minorinosato-togane.com

道の駅

ってって
道
の
駅

城西国際大学

道の駅
みのりの郷東金

県道124号線

JR
東

金
線

求名駅

東金駅

東
小
学
校

国
道
１
２
６
号
線

千
葉
学
芸
高
校

←
銚
子

東
金
Ｉ
Ｃ
→

田間交差点
ドリンクバー付　1, 310円（税込）

巻末に「みのりの郷東金」より、読者プレゼントがあります。

みのりの郷東金みのりの郷東金
公式ウェブサイト公式ウェブサイト

みのりの郷東金みのりの郷東金
オンラインショップオンラインショップ
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と
う
が
ね

と
う
が
ね

歴
史
歴
史

ば
な
史

ば
な
史

と
う
が
ね

と
う
が
ね

歴歴
史史

ば
な
ば
な
史史

　

生
涯
学
習
課
で
は
、東
金
市
の
文
化
財

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
歴
史
館
を
つ
く
る
事
業

と
し
て
、平
成
30
年
度
よ
り
「
東
金
市
デ

ジ
タ
ル
歴
史
館
」事
業
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

　

そ
し
て
令
和
３
年
３
月
、史
料
や
コ
ン

テ
ン
ツ
の
追
加
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
な
ど
全

体
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、東
金
市
デ
ジ
タ
ル
歴
史
館
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
て
、

当
館
の
「
館
内
」を
ご
案
内
し
ま
す
。

　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
は
当
館
の
入
り
口
で
あ

り
、総
合
案
内
も
兼
ね
る
場
所
で
す
（
写

真
１
）。「
展
示
室
」
と
書
か
れ
て
い
る
所

か
ら
、
ご
覧
に
な
り
た
い
章
を
選
ん
で
お

進
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
上
部
に
あ
る
10

枚
の
画
像
は
、史
料
へ
い
ざ
な
う
シ
ョ
ー

ト
カ
ッ
ト
で
す
。
気
に
な
る
画
像
が
あ
り

ま
し
た
ら
、画
像
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

当
館
の
展
示
室
は
、５
つ
の
章
と
特
設

コ
ー
ナ
ー
で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

れ
で
は
、各
展
示
室
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。

　

初
め
て
来
館
さ
れ
た
方
は
、「
序
章　

東
金
市
の
歴
史
」
か
ら
ご
覧
い
た
だ
く
こ

と
を
オ
ス
ス
メ
し
ま
す
。
縄
文
時
代
や
江

戸
時
代
な
ど
、各
時
代
の
東
金
の
様
子
や

関
連
す
る
史
料
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

第
Ⅰ
章
〜
Ⅳ
章
は
、「
文
字
」
や
「
絵
・

地
図
」
と
い
っ
た
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
展

示
を
し
て
い
ま
す
。
閲
覧
で
き
る
多
く
の

画
像
は
高
精
細
画
像
と
な
っ
て
お
り
、写

真
２
と
３
の
よ
う
に
、細
か
い
文
字
ま
で

く
っ
き
り
と
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、第
Ⅰ
章
で
紹
介
し
て
い
る
考
古

資
料
の
一
部
は
、３
Ｄ
画
像
を
閲
覧
で
き

ま
す
。
写
真
４
の
よ
う
に
、画
面
上
の
土

偶
を
動
か
せ
ば
、様
々
な
角
度
か
ら
鑑
賞

で
き
ま
す
。

　

展
示
室
に
は
、古
写
真
と
現
在
の
写
真

を
見
比
べ
る
「
特
設
コ
ー
ナ
ー
」
が
あ
り

ま
す
。
ペ
ー
ジ
内
に
は
、特
設
コ
ー
ナ
ー

で
紹
介
し
て
い
る
場
所
を
記
し
た
地
図
も

あ
り
ま
す
の
で
、現
地
に
直
接
足
を
運
び
、

そ
の
目
で
風
景
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

当
館
で
は
、
た
く
さ
ん
の
史
料
が
皆
様

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
記
事
を

見
て
、当
館
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

　

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
東
金
市
の
史
料
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
「
東
金
市
デ
ジ
タ
ル

歴
史
館
」を
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【写真2】  「東金町鳥瞰図」 

【写真1】  トップページの様子

【写真3】  より拡大した「東金町鳥瞰図」 

【写真4】  カッパ型土偶を動かした例

T O G A N E

R E K I S H I

B A N A S H I

「
東
金
市
デ
ジ
タ
ル
歴
史
館
」の

入
り
口
、ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

１

「
展
示
室
」の
中
は
史
料
の
宝
庫

２

ツ
ア
ー
を
終
え
て

３

「東金市デジタル歴史館」「東金市デジタル歴史館」
館内ツアー館内ツアー

東
金
の
歴
史
が
わ
か
る

「
序
章
」

1

過
去
と
今
を
見
比
べ
る

「
特
設
コ
ー
ナ
ー
」

3

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
展
示

「
第
Ⅰ
章
〜
Ⅳ
章
」

2

QRコードでも検索できます。

詳しくは

東金市デジタル歴史館
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大
学
も
そ
ろ
そ
ろ
卒
業
だ
と
言
う
頃
だ
っ

た
。
昇
平
は
急
に
タ
イ
ム
マ
シ
ー
ン
を
考
え

始
め
た
。
そ
れ
と
い
う
の
も
時
間
を
戻
し
た

い
わ
け
が
あ
っ
た
の
だ
。

　
知
り
合
っ
て
半
年
に
な
る
鈴
葉
と
将
来
を

考
え
た
付
き
合
い
が
し
た
く
、あ
る
時
意
を

決
し
公
園
に
呼
び
出
し
「
将
来
を
」と
言
い

か
け
た
も
の
の
、つ
ま
ら
な
い
冗
談
し
か
出

ず
、そ
れ
っ
き
り
彼
女
と
は
半
月
も
会
っ
て

い
な
い
。

　
あ
の
時
間
に
も
う
一
度
帰
り
た
い
。
そ
う

思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　
様
々
な
文
献
を
読
み
、親
友
の
和
馬
に
協

力
を
頼
む
と
、和
馬
は
、

「
漫
画
じ
ゃ
あ
る
ま
い
し
タ
イ
ム
マ
シ
ー
ン

な
ん
か
、で
き
っ
こ
な
い
さ
」

そ
う
言
っ
て
一
蹴
さ
れ
た
。

「
ど
う
し
て
さ
」

口
を
尖
ら
せ
て
聞
く
と
、

「
タ
イ
ム
マ
シ
ー
ン
で
過
去
に
戻
り
、間
違
っ

て
先
祖
を
殺
し
た
と
し
た
ら
ど
う
な
る
。
先

祖
が
い
な
け
り
ゃ
自
分
は
生
ま
れ
な
い
し
、

生
ま
れ
な
き
ゃ
あ
先
祖
は
死
ぬ
こ
と
も
な

い
。
物
事
は
科
学
的
に
考
え
な
き
ゃ
彼
女

だ
っ
て
出
来
は
し
な
い
ぜ
」

彼
女
が
で
き
な
い
と
言
わ
れ
、科
学
的
思
考

が
得
恋
に
は
必
要
だ
と
悟
っ
た
が
、そ
れ
な

ら
ば
な
お
の
こ
と
タ
イ
ム
マ
シ
ー
ン
が
必
要

に
思
え
た
。

　

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
理
論
か
ら
す
れ

ば
、時
間
旅
行
は
否
定
さ
れ
て
い
な
い
し
、

運
動
す
る
物
体
は
時
間
が
遅
く
な
る
と
言

う
。
光
速
と
同
じ
な
ら
時
間
は
停
止
し
光
速

を
越
え
れ
ば
時
間
は
逆
戻
り
す
る
と
も
い

う
。

　
そ
も
そ
も
時
間
が
延
び
縮
み
す
る
の
だ
ろ

う
か
。
ま
ず
は
そ
れ
を
確
か
め
た
い
。
だ
が

そ
ん
な
早
い
乗
り
物
を
作
る
技
術
も
な
け
れ

ば
金
も
な
い
。
ふ
と
昇
平
は
考
え
た
。

　
地
球
は
音
速
の
早
さ
で
自
転
し
て
太
陽
の

回
り
を
一
年
で
約
四
億
八
千
万
キ
ロ
ま
わ

る
。
そ
の
速
度
は
毎
秒
三
十
キ
ロ
だ
。
更
に

銀
河
系
は
直
径
十
万
光
年
の
楕
円
を
す
ご
い

早
さ
で
回
転
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
合
算
す

れ
ば
光
速
に
近
づ
け
る
の
で
は
な
い
か
。
な

ら
ば
天
体
の
運
動
を
逆
手
に
取
る
方
法
を
考

え
れ
ば
、簡
単
に
過
去
に
戻
れ
る
か
も
知
れ

な
い
。

　
だ
が
運
動
す
る
物
体
は
本
当
に
時
間
が
縮

む
の
か
、ま
ず
そ
れ
を
試
そ
う
。
そ
う
考
え

る
と
昇
平
は
、

「
実
験
を
す
る
か
ら
来
て
く
れ
」

と
和
馬
を
呼
び
出
し
、高
校
時
代
に
乗
り
回

し
て
い
た
バ
イ
ク
を
引
っ
張
り
だ
し
た
。
そ

し
て
人
通
り
の
な
い
里
山
へ
の
坂
道
を
走
り

出
し
た
。

　
力
一
杯
ア
ク
セ
ル
を
ふ
か
す
と
遠
く
に
霞

ん
で
い
た
池
が
み
る
み
る
大
き
く
な
り
、運

転
し
な
が
ら
ち
ら
り
と
腕
時
計
に
目
を
や
っ

た
。
と
そ
の
時
昇
平
は
バ
イ
ク
ご
と
宙
に
浮

か
び
、芦
の
茂
み
の
中
に
叩
き
落
と
さ
れ
た

の
だ
。

　
痛
み
を
こ
ら
え
て
立
ち
上
が
り
な
が
ら
時

計
を
見
る
と
、鈴
葉
と
公
園
で
待
ち
合
わ
せ

た
日
の
十
分
前
を
示
し
て
い
た
。
や
は
り
時

間
は
戻
る
ん
だ
。
気
を
よ
く
し
た
昇
平
は
急

い
で
彼
女
が
待
っ
て
い
る
公
園
へ
走
っ
た
。

不
思
議
に
も
公
園
は
す
ぐ
池
の
脇
に
あ
っ

た
。
運
動
す
る
物
体
は
空
間
が
縮
む
と
い
う

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
説
は
ま
さ
に
正
し

い
。
そ
ん
な
事
を
思
い
な
が
ら
公
園
に
ゆ
く

と
、果
た
し
て
彼
女
は
待
っ
て
い
た
。
だ
が

昇
平
は
、や
は
り
何
も
言
え
ず
、

「
非
科
学
的
な
人
っ
て
手
探
り
で
生
き
て
い

る
よ
う
に
し
か
見
え
な
く
て
不
安
だ
わ
」

そ
う
言
っ
て
鈴
葉
は
消
え
て
し
ま
っ
た
。
過

去
に
戻
っ
て
も
何
も
変
え
ら
れ
な
か
っ
た
自

分
に
が
っ
か
り
し
な
が
ら
ふ
と
目
を
開
け
る

と
、そ
こ
は
病
院
の
ベ
ッ
ド
だ
っ
た
。

「
昇
平
、や
っ
と
気
が
つ
い
た
か
。
バ
カ
だ
な

あ
バ
イ
ク
で
事
故
り
や
が
っ
て
」

包
帯
だ
ら
け
の
顔
を
覗
き
な
が
ら
言
っ
た
の

は
、見
舞
い
に
来
て
い
た
和
馬
と
鈴
葉
だ
っ

た
。

「
あ
の
な
あ
昇
平
、ロ
ケ
ッ
ト
で
飛
ん
で
も
、

時
間
は
千
分
の
一
秒
も
遅
く
な
ん
な
い
ん

だ
。
そ
れ
に
動
い
て
い
る
物
自
身
の
時
間
が

変
動
す
る
だ
け
で
、宇
宙
全
体
に
は
関
係
な

い
ん
だ
。
浦
島
効
果
っ
て
知
っ
て
る
だ
ろ

う
。
時
間
が
停
止
し
て
い
た
の
は
浦
島
だ
け

だ
っ
た
だ
ろ
。
お
前
み
た
い
な
科
学
音
痴
の

男
に
彼
女
は
つ
い
て
こ
れ
ね
え
だ
ろ
う
な
。

そ
う
思
う
だ
ろ
鈴
葉
君
も
」

鈴
葉
に
目
配
せ
し
な
が
ら
言
っ
た
。
す
る
と

鈴
葉
が
言
っ
た
。

「
和
馬
さ
ん
み
た
い
に
何
で
も
科
学
科
学

的
っ
て
言
う
人
、夢
が
な
い
わ
。
非
科
学
的

な
夢
が
い
つ
か
現
実
の
夢
に
結
び
つ
く
も
の

よ
。
ラ
イ
ト
兄
弟
だ
っ
て
空
を
飛
ぶ
な
ん
て

夢
み
た
い
な
発
想
か
ら
始
ま
っ
た
ん
だ
わ
。

だ
か
ら
私
、昇
平
み
た
い
な
人
の
方
が
好
き
。

一
緒
に
夢
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
中
で
楽
し

く
暮
ら
そ
う
ね
」

鈴
葉
の
言
葉
に
昇
平
は
嬉
し
く
な
り
、

「
結
果
的
に
は
時
間
が
戻
せ
た
み
た
い
」

そ
ん
な
事
を
呟
き
、痛
み
が
却か

え

っ
て
心
地
よ

い
も
の
に
変
わ
っ
て
行
く
の
を
感
じ
る
の

だ
っ
た
。

＊ リーフノベルとは…原稿用紙 4 枚分、つまり1600 字以内に収める超短編小説で、新しいジャンルです。

タ
イ
ム
マ
シ
ー
ン

文
・
高
安
義
郎

絵
・
芝
　
章
一

と
き
め
き
リ
ー
フ
ノ
ベ
ル
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地
域
の
憧
れ
と
誇
り
「
八
鶴
館
」

　

１
８
８
５
年
に
創
業
し
た
「
八
鶴
館
」は
江
戸

時
代
に
徳
川
家
康
が
御
殿
を
築
い
た
際
に
庭
池
と

し
て
造
営
し
た
と
い
う
八
鶴
湖
畔
で
、県
下
有
数

の
桜
の
名
所
の
眺
望
を
愉
し
め
る
唯
一
の
建
物
と

し
て
百
年
以
上
に
渡
っ
て
賑
わ
っ
た
人
気
の
割
烹

旅
館
で
し
た
。

　

大
正
～
昭
和
に
か
け
て
何
度
も
増
改
築
が
重
ね

ら
れ
、近
年
に
な
っ
て
、随
所
に
散
り
ば
め
ら
れ

た
そ
の
時
代
の
職
人
の
技
や
意
匠
の
価
値
が
見
直

さ
れ
て
、現
存
す
る
建
物
群
の
う
ち
5
棟
が
国
の

有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

旅
館
業
と
し
て
は
バ
ブ
ル
崩
壊
後
に
経
営
破
綻

し
て
お
り
、一
時
は
競
売
に
か
け
ら
れ
る
と
い
う

所
を
地
域
の
経
済
人
ら
が
中
心
と
な
っ
て
買
い

戻
し
、新
た
に
会
社
を
作
っ
て
２
０
０
６
年
か
ら

「
八
鶴
亭
」と
い
う
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
再
出
発

を
し
て
い
ま
し
た
。

相
次
ぐ
自
然
災
害
、
コ
ロ
ナ
が
追
い
打
ち

　

地
域
の
誇
り
の
象
徴
で
あ
っ
た
建
物
を
守
ろ
う

と
地
域
の
期
待
を
背
に
再
出
発
し
た
「
八
鶴
亭
」

は
、レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
の
傍
ら
で
、か
つ
て
結
婚

披
露
宴
会
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
別
館
ホ
ー

ル
を
中
心
に
大
小
セ
ミ
ナ
ー
や
会
議
を
開
催
し
た

り
、コ
ン
サ
ー
ト
や
絵
画
展
を
催
し
た
り
、中
秋

の
名
月
に
合
わ
せ
て
八
鶴
湖
全
体
を
使
っ
て
キ
ャ

ン
ド
ル
ナ
イ
ト
を
演
出
す
る
な
ど
、地
域
の
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
と
し
て
文
化
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ

て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、東
日
本
大
震
災
に
は
じ
ま
り
、台
風

や
豪
雨
災
害
が
あ
る
た
び
に
老
朽
化
し
た
建
物
の

補
修
費
用
が
か
さ
み
、も
は
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
売

上
か
ら
そ
れ
ら
を
賄
う
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
一
昨
年
に
千
葉
県
を
襲
っ
た
台
風
15
号

の
ダ
メ
ー
ジ
も
酷
く
、暫
く
使
用
が
で
き
な
い
ま

ま
に
な
っ
た
部
屋
も
あ
り
ま
し
た
。
桜
の
名
所
で

あ
る
八
鶴
湖
畔
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
に
と
っ
て
、

春
に
観
光
協
会
が
催
す
桜
ま
つ
り
の
時
期
は
絶
好

の
か
き
入
れ
時
と
な
る
た
め
に
、資
金
的
に
大
き

く
挽
回
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
と
期
待
し
て
い
た
、そ

ん
な
と
こ
ろ
に
コ
ロ
ナ
禍
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

休
業
、再
開
の
見
通
し
が
立
た
ず

　

昨
年
の
第
1
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ

た
４
月
８
日
を
最
後
に
、レ
ス
ト
ラ
ン
は
休
業
に

入
り
、つ
い
に
再
開
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
古
い
建
物
は
使
わ
な
い
で
い
る
と
忽た

ち
まち

傷

ん
で
い
く
も
の
で
、長
ら
く
閉
め
切
っ
た
建
物
は

カ
ビ
や
蜘
蛛
の
巣
な
ど
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、

秋
に
は
大
量
の
落
ち
葉
が
水
路
を
塞
ぐ
よ
う
な
状

態
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

閉
館
か
ら
ち
ょ
う
ど
半
年
が
過
ぎ
た
こ
ろ
、近

所
の
商
店
街
の
店
主
ら
が
「
八
鶴
亭
」の
許
可
を

得
て
、仲
間
う
ち
で
落
ち
葉
を
か
き
集
め
、植
木

の
剪
定
を
し
て
、室
内
に
雑
巾
が
け
を
し
ま
し
た
。

せ
っ
か
く
キ
レ
イ
に
な
っ
た
の
で
、半
年
ぶ
り
に

建
物
見
学
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
開
放
し
て
み
ま

し
た
。
見
学
会
で
は
募
金
箱
も
置
い
て
み
た
の
で

す
が
、あ
れ
だ
け
大
き
な
建
物
を
掃
除
し
て
ト
イ

レ
な
ど
の
水
を
使
え
る
よ
う
に
す
る
だ
け
で
何
万

円
も
の
水
道
代
が
発
生
し
て
し
ま
い
、募
金
は
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

年
が
明
け
て
、再
び
桜
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま

し
た
が
コ
ロ
ナ
禍
は
明
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
つ
い
に
レ
ス
ト
ラ
ン
「
八
鶴
亭
」は
再

開
の
日
を
迎
え
る
こ
と
な
く
店
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

同
じ
千
葉
県
下
に
は
、か
つ
て
人
気
を
誇
っ
た

国
登
録
有
形
文
化
財
建
物
の
老
舗
旅
館
が
コ
ロ
ナ

禍
で
廃
業
、間
も
な
く
建
物
が
解
体
さ
れ
た
と
い

う
衝
撃
的
な
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
が
、こ
の

「
八
鶴
館
」も
ま
た
同
じ
運
命
か
と
さ
さ
や
か
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

失
わ
れ
た
も
の
は

決
し
て
も
と
に
戻
る
こ
と
は
な
い

　

こ
の
と
こ
ろ
、東
金
の
旧
市
街
地
で
は
古
い
建

物
の
解
体
が
続
い
て
い
ま
す
。
東
金
の
お
土
産
と

い
え
ば
定
番
だ
っ
た
「
柚
子
羊
羹
」「
柚
子
ド
リ

ン
ク
」「
柚
子
サ
ブ
レ
」の
菓
子
舗
「
湖
月
堂
」が

倒
産
し
、惜
し
ま
れ
て
本
店
建
物
が
解
体
さ
れ
て

し
ま
っ
た
の
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

北
原
白
秋
や
伊
藤
佐
千
夫
な
ど
文
人
に
愛
さ

れ
、上
皇
陛
下
も
滞
在
さ
れ
た
、地
域
の
憧
れ
と

誇
り
で
あ
っ
た
「
八
鶴
館
」の
由
緒
あ
る
建
物
の

無
惨
な
姿
を
こ
の
ま
ま
見
て
い
る
わ
け
に
い
か
な

い
。
な
ん
と
か
し
て
「
八
鶴
館
」を
残
す
方
法
は

な
い
も
の
か
。
今
年
に
入
っ
て
間
も
な
く
、商
店

街
の
仲
間
を
中
心
に
し
た
有
志
た
ち
が
話
し
合
い

を
始
め
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
場
所
は
、市
内
に
あ
る
も
う
一
つ
の

国
登
録
有
形
文
化
財
で
現
在
は
喫
茶
店
に
な
っ

て
い
る
「
サ
ン
ト
ス
・
カ
フ
ェ
」。
か
つ
て
煙
草

専
売
所
と
し
て
建
て
ら
れ
、県
下
最
大
の
書
店

チ
ェ
ー
ン
だ
っ
た
多
田
屋
書
店
の
本
店
が
あ
っ
た

場
所
。
多
田
屋
も
ま
た
か
つ
て
の
「
八
鶴
館
」と

ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
経
営
に
行
き
詰
ま
り
、「
サ
ン

ト
ス
・
カ
フ
ェ
」の
あ
る
建
物
も
ま
た
競
売
で
他

に
渡
る
と
こ
ろ
を
現
在
の
所
有
者
が
保
存
の
た
め

に
買
い
取
っ
た
と
い
う
、似
た
運
命
を
た
ど
っ
て

い
ま
す
。「
サ
ン
ト
ス
・
カ
フ
ェ
」の
脇
の
路
地

を
入
っ
て
い
く
と
同
じ
く
多
田
屋
本
社
屋
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
た
旧
税
務
署
跡
の
建
物
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
建
物
群
は
「
八
鶴
館
」と
は
対
照

的
に
、普
段
か
ら
頻
繁
に
商
店
街
の
イ
ベ
ン
ト
や

会
議
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
活
用
さ
れ
て
い

て
、現
在
は
複
数
の
団
体
が
賃
借
し
て
使
用
し
て

い
ま
す
。

　

二
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
下
で
し
た
か
ら
、仕

事
が
終
わ
っ
て
夜
に
集
ま
っ
て
話
し
合
い
を
始
め

て
も
20
時
に
は
閉
店
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
毎

週
行
わ
れ
た
話
し
合
い
に
は
少
し
ず
つ
参
加
者
が

増
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

皆
が
出
し
た
結
論
は
「
み
ん
な
で
キ
レ
イ
に
し

八
鶴
湖
畔
に
あ
る
国
登
録
有
形
文
化
財
『
八
鶴
館
』は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
昨
年
の
第
１
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
か
ら
丸
一
年
も
の
あ
い
だ

閉
鎖
さ
れ
た
ま
ま
で
し
た
。
こ
の
「
八
鶴
館
」を
こ
の
ま
ま
解
体
さ
せ
て
し
ま
っ
て
は
い
け
な
い
と
、地
域
の
人
た
ち
が
保
存
・
活
用
に
動
き
出
し
ま
し
た
。

国
登
録
有
形
文
化
財
『
八
鶴
館
』
を
み
ん
な
で
守
る

ときめき 12
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フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
、

『
レ
イ
ク
サ
イ
ド
レ
ス
ト
ラ
ン
八
鶴
亭
』

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の
模
様
は
オ

ン
ラ
イ
ン
で
も
配
信

88
名
も
の
有
志
に
よ
っ
て
大

そ
う
じ
が
行
わ
れ
ま
し
た

トークショー「八鶴館の未来を考
える」は、現在YouTubeにてアーカ
イブがご覧になれます。上記のQR
コードからどうぞ

て
、み
ん
な
で
使
え
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」と

い
う
至し

極ご
く

シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
解
体
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
老
舗
旅

館
は
、政
府
や
行
政
か
ら
補
助
金
や
交
付
金
が
あ

る
わ
け
で
も
な
く
、も
は
や
一
事
業
者
で
維
持
し

続
け
る
の
が
限
界
だ
っ
た
の
だ
と
知
り
、翻

ひ
る
が
え

っ
て

こ
の
話
を
「
八
鶴
館
」に
置
き
換
え
た
と
き
、「
八

鶴
亭
」一
社
に
こ
の
問
題
を
抱
え
込
ま
せ
て
は
い

け
な
い
、頼
み
込
ん
で
で
も
「
み
ん
な
で
守
る
八

鶴
館
」を
実
現
し
よ
う
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
の

で
し
た
。

「
八
鶴
館
を
守
る
会
（
仮
称
）
」

大
そ
う
じ
＆
一
般
公
開
イ
ベ
ン
ト
開
催

　

こ
う
し
て
、有
志
ら
が
勝
手
に
作
っ
て
勝
手
に

計
画
し
た
保
存
会
が
動
き
出
し
ま
し
た
。「
八
鶴

亭
」に
連
絡
を
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
集
め
て
大

そ
う
じ
を
実
施
し
て
、館
内
の
一
般
公
開
を
や
り

た
い
と
相
談
を
持
ち
掛
け
ま
し
た
。

　
「
八
鶴
亭
」で
は
、自
社
の
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
は

諦
め
て
、新
た
に
飲
食
店
を
誘
致
し
て
新
た
に
賃

貸
し
た
会
社
に
よ
る
『
新
生　

八
鶴
亭
』の
契
約

に
駒
を
進
め
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

　
「
八
鶴
館
を
守
る
会
（
仮
称
・
以
下
同
）」と
名

付
け
ら
れ
た
有
志
ら
は
、こ
ん
ど
の
『
新
生　

八

鶴
亭
』に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
に
専
念
し
て
も

ら
っ
て
、レ
ス
ト
ラ
ン
と
直
接
関
係
の
な
い
建
物

は
「
八
鶴
館
を
守
る
会
」が
管
理
し
、貸
し
部
屋

を
運
営
し
て
補
修
・
営
繕
の
資
金
を
捻
出
す
る
仕

組
み
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
「
八
鶴
亭
」の
株
主
ら
は
、も
と
も
と
は
十
数
年

前
に
仲
間
内
で
資
金
を
か
き
集
め
て
「
八
鶴
館
」

の
建
物
を
守
っ
た
地
元
の
先
輩
た
ち
で
す
か
ら

「
八
鶴
館
を
守
る
会
」を
作
っ
た
有
志
ら
の
心
意

気
を
受
け
止
め
て
「
一
緒
に
八
鶴
館
を
守
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
」と
い
う
話
で
意
気
投
合
し
た
の
で

し
た
。

　

果
た
し
て
、
G
W
初
日
の
５
月
１
日
に
は
フ

レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
『
レ
イ
ク
サ
イ
ド
レ
ス
ト
ラ

ン
八
鶴
亭
』が
オ
ー
プ
ン
、そ
の
翌
日
と
な
る
５

月
２
日
に
は
「
八
鶴
館
を
守
る
会
」の
活
動
の
ス

タ
ー
ト
と
な
る
大
そ
う
じ
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
聞
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を

通
じ
て
作
業
の
実
施
を
知
っ
た
大
勢
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
参
加
者
が
ホ
ー
ル
前
に
集
ま
り
、約
２
時

間
一
緒
に
汗
を
流
し
て
作
業
し
ま
し
た
。
近
所
に

住
む
鹿
間
市
長
も
他
の
参
加
者
ら
に
交
じ
り
、自

ら
刈
り
払
い
機
を
担
い
で
繁は

ん

茂も

し
た
雑
草
と
格
闘

を
し
て
い
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
の
た
め
に
と
っ
た
受
付
票
を

集
計
し
た
と
こ
ろ
、近
く
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
の
参

加
者
、年
配
者
、遠
方
か
ら
の
参
加
者
総
勢
88
名

に
の
ぼ
り
、あ
っ
と
い
う
間
に
１
５
０
袋
近
い
市

の
黄
色
い
ゴ
ミ
袋
が
積
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

半
年
ぶ
り
の
建
物
一
般
公
開

　

翌
週
、さ
っ
そ
く
キ
レ
イ
に
な
っ
た
「
八
鶴
館
」

建
物
を
一
般
公
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
、見
学
は
入
場
人
数
を
区
切
っ
て
、

地
元
の
人
が
館
内
を
引
率
し
て
回
る
ス
タ
イ
ル
に

し
ま
し
た
。
ま
た
、「
八
鶴
館
」の
歴
史
や
そ
れ
ぞ

れ
の
建
物
の
間
取
り
図
と
見
ど
こ
ろ
を
ま
と
め
た

「
八
鶴
館
御
案
内
帖
」（
全
16
ペ
ー
ジ
）も
作
成
し

ま
し
た
。

　

一
般
公
開
の
当
日
に
は
、「
八
鶴
館
の
未
来
を

考
え
る
」と
題
し
た
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開
催
し
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
生
配
信
も
し
ま
し
た
。
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
で
「
八
鶴
館
を
守
る
会
」の
発
起
人
の
神

谷
さ
ん
は
聴
衆
に
対
し
、『
八
鶴
館
を
誰
も
が
使

え
る
施
設
に
し
ま
す
』『
八
鶴
館
を
い
つ
で
も
キ

レ
イ
に
保
ち
ま
す
』『
八
鶴
館
の
価
値
を
見
え
る

化
し
て
発
信
し
ま
す
』と
活
動
の
方
針
を
伝
え
ま

し
た
。
ま
た
、『
価
値
の
見
え
る
化
』の
一
環
と
し

て
、近
く
３
６
０
度
カ
メ
ラ
に
よ
る
V
R
空
間
体

験
A
R
C
H
I　

H
A
T
C
H
（
ア
ー
キ
ハ
ッ

チ
）を
活
用
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
館
内
見
学

が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
と
発
表
し
ま
し

た
。

　
「
八
鶴
館
を
守
る
会
」は
、「
八
鶴
亭
」と
力
を
合

わ
せ
て
、地
域
の
宝
で
あ
る
「
八
鶴
館
」を
み
ん

な
で
利
用
し
、み
ん
な
で
守
る
た
め
の
組
織
と
し

て
N
P
O
法
人
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

（
文
責
：
宮
原
政
志
）

※写真撮影時のみマスクを外しています※写真撮影時のみマスクを外しています

国登録有形文化財「八鶴館を守る会 -仮」
facebookページ
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昨
年
の
春
か
ら
我
慢
の
日
々
が
続
き
ま
す
。

図
書
館
や
そ
の
ほ
か
の
場
所
で
も
、お
は
な

し
会
は
お
休
み
と
い
う
と
こ
ろ
が
多
く
、み
ん
な
に

向
け
て
の
「
読
み
聞
か
せ
」は
な
か
な
か
で
き
ず
に

い
ま
す
。
で
も
、こ
ん
な
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、本
を

読
む
こ
と
は
子
ど
も
に
と
っ
て
も
大
人
に
と
っ
て
も

大
切
。
そ
こ
で
今
回
は
、お
う
ち
時
間
を
心
ゆ
た
か

に
過
ご
す
た
め
に
、親
子
で
一
緒
に
読
む
の
に
ぴ
っ

た
り
の
本
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
私
の
お
気
に
入

り
の
作
家
の
ひ
と
り
、
ど
い
か
や
さ
ん
の
絵
本
で

す
。

　
ど
い
か
や
さ
ん
と
聞
い
て
ま
ず
思
い
浮
か
べ
る
の

は
『
チ
リ
と
チ
リ
リ
』の
シ
リ
ー
ズ
で
し
ょ
う
。
今

ま
で
に
六
冊
が
出
て
い
ま
す
。
チ
リ
と
チ
リ
リ
は
ふ

た
り
そ
ろ
っ
て
自
転
車
で
お
で
か
け
で
す
。
家
の
ま

わ
り
の
あ
ち
こ
ち
を
ま
わ
り
、き
っ
さ
て
ん

4

4

4

4

4

に
よ
っ

た
り
、お
買
い
物
を
し
た
り
、ふ
し
ぎ
な
体
験
を
し

て
、い
ろ
い
ろ
な
動
物
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、

ゆ
た
か
な
自
然
の
な
か
で
す
て
き
な
一
日
を
過
ご
し

ま
す
。

　
も
う
一
冊
お
勧
め
な
の
は
『
ハ
ー
ニ
ャ
の
庭
で
』

で
す
。
ね
こ
の
ハ
ー
ニ
ャ
は
山
の
と
ち
ゅ
う
の
ち
い

さ
な
家
に
す
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
ち
い
さ
な
庭

が
あ
っ
て
、ち
い
さ
な
畑
と
ち
い
さ
な
池
が
あ
り
、

実
の
な
る
木
が
何
本
か
は
え
て
い
て
、か
ぞ
え
き
れ

な
い
ほ
ど
の
ち
い
さ
な
生
き
も
の
た
ち
も
す
ん
で
い

ま
す
。
う
さ
ぎ
や
わ
た
り
鳥
や
鹿
な
ど
の
お
き
ゃ
く

さ
ん
も
や
っ
て
き
ま
す
。
し
ず
か
な
庭
で
す
が
、そ

こ
で
は
毎
日
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
お
こ
っ
て
い
る
の

で
す
。
そ
の
ハ
ー
ニ
ャ
の
庭
で
の
一
年
間
が
、ゆ
っ

た
り
と
描
か
れ
て
い
き
ま
す
。
ほ
っ
こ
り
と
し
た
あ

た
た
か
な
絵
と
あ
い
ま
っ
て
、読
ん
で
い
る
と
心
が

す
う
っ
と
穏
や
か
に
な
る
、そ
ん
な
一
冊
で
す
。

　
ど
い
さ
ん
は
千
葉
県
の
緑
豊
か
な
里
山
（
ご
本
人

い
わ
く
、チ
ー
バ
く
ん
の
心
臓
の
あ
た
り
だ
そ
う
で

す
）に
お
住
ま
い
で
、こ
の
春
に
も
長
柄
に
あ
る
古

民
家
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
原
画
展
が
あ
り
、わ
く
わ
く
し

な
が
ら
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
、

ま
さ
に
ど
い
さ
ん
が
描
く
世
界
そ
の
も
の
と
い
っ
た

感
じ
。
チ
リ
と
チ
リ
リ
が
今
に
も
目
の
前
を
自
転
車

で
通
り
過
ぎ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
雰

囲
気
で
、ふ
さ
ぎ
が
ち
だ
っ
た
気
持
ち
を
す
っ
き
り

晴
ら
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
ど
い
さ
ん
の
作
品
が
静
か
に
心
に
染
み
入
っ
て
く

る
の
は
、そ
こ
に
、あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
生
き
も
の
を

大
切
に
思
う
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
に
ち

が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
自
然
に
対
す
る
敬け
い

虔け
ん

な
心
、そ

れ
が
も
っ
と
も
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
の
は
『
う
さ
ぎ

の
ル
ー
ピ
ー
ス
ー
』だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
絵
本
は

「
子
ど
も
の
本
箱
」で
以
前
（
二
〇
〇
七
年
十
月
号
、

二
十
八
回
）取
り
上
げ
た
こ
と
が
あ
り
、そ
の
と
き

に
は
「
生
と
死
に
対
す
る
著
者
の
真し
ん

摯し

な
姿
勢
、そ

し
て
命
を
慈
し
む
気
持
ち
が
、短
い
文
と
や
わ
ら
か

な
絵
の
な
か
に
ぎ
ゅ
っ
と
詰
ま
っ
て
い
ま
す
」と
書

き
ま
し
た
。
十
年
以
上
前
の
こ
と
で
す
が
、今
あ
ら

た
め
て
読
ん
で
み
て
も
、思
い
は
同
じ
。
変
わ
ら
ず

心
に
響
い
て
き
ま
す
。

　
す
み
ず
み
に
ま
で
心
を
配
っ
て
描
か
れ
た
ど
い
さ

ん
の
絵
本
は
、読
む
た
び
に
新
た
な
発
見
が
あ
り
、

何
度
も
読
み
か
え
し
た
く
な
る
宝
物
に
な
る
は
ず
で

す
。
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
読
み
な
が
ら
、癒い

や

さ
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

佐藤 真理
B o o k c a s e s  f o r  c h i l d r e n

たんぽぽ文庫

69

ここで紹介する本は、たんぽ
ぽ文庫や東金図書館で借り
られます。たんぽぽ文庫は
現在休館中ですが、連絡を
頂ければ対応できます。
☎0475-52-1983 佐藤

丸山公園スーパー

↑ときがね湖
　方面

コンビニ

桜
ヶ
池

たんぽぽ文庫

子どもの本箱

「チリとチリリ」「チリとチリリ  あめのひのおはなし」  アリス館

「ハーニャの庭で」
偕成社

「うさぎのルーピース－」
小学館
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【
市
原
市　
Ｎ
さ
ん
】

と
き
め
き
リ
ー
フ
ノ
ベ
ル
は
、隙
間
時
間
で
も
読
み
や
す

く
て
面
白
か
っ
た
。

【
東
金
市
菱
沼　
Ｋ
さ
ん
】

と
き
め
き
リ
ー
フ
ノ
ベ
ル
を
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

【
東
金
市
東
金　
Ｏ
さ
ん
】

中
西
悟
堂
と
越
冬
燕
碑
に
つ
い
て
、悟
堂
の
足
跡
も
読
み

ま
し
た
が
、改
め
て
偉
大
な
方
と
感
動
い
た
し
ま
し
た
。

【
東
金
市
関
下　
Ｍ
さ
ん
】

生
ま
れ
も
育
ち
も
東
金
な
の
で
す
が
、70
年
過
ぎ
て
も

知
ら
な
い
事
が
ま
だ
あ
る
な
ん
て
！
「
中
西
悟
堂
と
越

冬
燕
碑
」は
と
て
も
興
味
深
く
読
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
暖
か
く
な
っ
た
ら
ぜ
ひ
本
漸
寺
を
訪
ね
て
み
た
い

で
す
。
と
う
が
ね
歴
史
ば
な
史
も
い
つ
も
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

【
東
金
市
堀
上　
Ｋ
さ
ん
】

と
・
き
・
め
・
い
・
て
T
O
G
A
N
E
は
大
好
き
で
昔

の
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
ね
。

【
東
金
市
松
之
郷　
Ｔ
さ
ん
】

中
西
悟
堂
と
越
冬
燕
碑
が
と
て
も
興
味
深
か
っ
た
で
す
。

白
秋
や
金
田
一
京
助
、春
彦
等
の
文
化
人
が
野
鳥
観
察
に

訪
れ
、そ
の
幕
開
け
と
な
っ
た
こ
と
、兄
嫁
が
東
金
出
身

で
あ
る
こ
と
、比
叡
山
で
修
業
し
た
高
僧
な
ど
知
ら
な

か
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

【
横
芝
光
町　
Ｏ
さ
ん
】

城
西
国
際
大
学
水
田
美
術
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
読
み
、

早
速
「
お
う
ち
で
美
術
館
」に
ア
ク
セ
ス
し
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
の
中
、お
う
ち
時
間
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

【
九
十
九
里
町　
Ｓ
さ
ん
】

イ
ベ
ン
ト
・
タ
ウ
ン
情
報
を
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

【
東
金
市
堀
上　
Ｓ
さ
ん
】

い
つ
も
楽
し
く
拝
見
し
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
＆
タ
ウ
ン

情
報
コ
ー
ナ
ー
を
よ
く
見
て
い
ま
す
。

【
八
街
市　
Ｈ
さ
ん
】

い
つ
も
発
行
さ
れ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ま
も

な
く
東
金
勤
め
が
終
わ
り
、定
年
と
な
り
ま
す
。
発
行
近

く
な
る
と
毎
日
朝
と
夕
方
に
駅
の
置
き
場
を
覗
き
ま
す
。

今
号
も
す
ぐ
に
読
み
ま
し
た
。
楽
し
い
内
容
で
し
た
。
読

む
た
び
に
こ
の
記
事
は
誰
が
書
い
て
い
る
の
か
な
と
思
い

ま
す
。

【
九
十
九
里
町　
Ｓ
さ
ん
】

若
い
時
か
ら
図
書
館
に
本
を
借
り
に
行
く
と
必
ず
『
と
き

め
き
』も
持
ち
帰
り
ま
す
。
残
念
な
の
は
、以
前
は
サ
ー
ク

ル
情
報
が
あ
っ
た
の
が
無
く
な
っ
た
こ
と
で
す
。
定
年
退

職
し
て
か
ら
余
計
に
情
報
が
欲
し
く
な
り
ま
し
た
。
な
ぜ

な
ら
ば
『
と
き
め
き
』な
ら
安
心
と
思
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

【
東
金
市
田
間　
Ｏ
さ
ん
】

い
つ
も
楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

【
千
葉
市　
Ｈ
さ
ん
】

な
ん
と
な
く
表
紙
が
気
に
な
り
手
に
取
り
ま
し
た
。
読
者

の
ひ
ろ
ば
は
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
感
じ
が
し
ま
す
。

【
九
十
九
里
町　
Ｋ
さ
ん
】

毎
回
、貴
重
な
情
報
が
入
手
で
き
る
の
で
あ
り
が
た
い
で

す
。

【
横
芝
光
町　
Ｉ
さ
ん
】

初
め
て
『
と
き
め
き
』を
読
み
ま
し
た
。
近
隣
地
域
の
情

報
が
得
ら
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。

【
横
芝
光
町　
Ｔ
さ
ん
】

歴
史
風
土
記
事
が
興
味
深
い
。

【
東
金
市
幸
田　
Ｈ
さ
ん
】

地
元
東
金
の
歴
史
と
現
状
が
勉
強
に
な
り
ま
す
。
サ
ロ
ン

コ
ン
サ
ー
ト
に
は
よ
く
行
っ
て
い
ま
す
。
や
は
り
ラ
イ
ブ

で
聞
き
た
い
で
す
。

【
大
網
白
里
市　
Ｙ
さ
ん
】

本
誌
を
読
ん
で
、い
つ
も
東
金
の
情
報
を
参
考
に
し
て
い

ま
す
。

【
大
網
白
里
市　
Ｉ
さ
ん
】

い
ち
ご
の
顔
が
み
ん
な
違
っ
た
情
感
が
あ
り
春
の
色
を
感

じ
ま
し
た
。

【
東
金
市
台
方　
Ａ
さ
ん
】

文
化
会
館
や
水
田
美
術
館
の
情
報
、と
う
が
ね
歴
史
ば
な

史
、と
き
め
き
リ
ー
フ
ノ
ベ
ル
が
楽
し
い
で
す
。

【
東
金
市
求
名　
Ｎ
さ
ん
】

表
紙
の
絵
が
春
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
て
と
て
も
良
い
で
す

ね
。
毎
号
、イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
楽
し
み
で
す
。
ま
た
、

編
集
者
の
方
の
文
章
も
季
節
を
反
映
し
た
内
容
で
あ
り
、

毎
号
楽
し
み
で
す
。

【
東
金
市
堀
上　
Ｙ
さ
ん
】

毎
号
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
表
紙
の
イ
ラ
ス
ト
、一
般

募
集
し
た
ら
盛
り
上
が
る
と
思
い
ま
す
。

【
千
葉
市　
Ｍ
さ
ん
】

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
県
外
移
動
を
避
け
県
下
の
市
町
村
で
食

べ
歩
き
な
ど
し
て
い
ま
す
が
、グ
ル
メ
観
光
情
報
以
外
に

そ
の
土
地
の
文
化
や
歴
史
に
ふ
れ
る
こ
と
が
出
来
て
、旅

の
思
い
出
を
豊
か
な
も
の
に
し
て
く
れ
ま
す
。

【
東
金
市
日
吉
台　
Ｔ
さ
ん
】

東
金
市
の
歴
史
な
ど
を
い
つ
も
興
味
深
く
読
ま
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
近
く
の
病
院
に
本
紙
が
置
か
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
毎
号
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

【
東
金
市
宮　
Ｓ
さ
ん
】

表
紙
が
と
て
も
か
わ
い
ら
し
い
子
供
と
イ
チ
ゴ
で
ほ
こ
ろ

び
、食
べ
た
く
な
る
絵
柄
で
し
た
。
歴
史
ば
な
史
も
興
味

深
く
読
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

【
東
金
市
薄
島　
Ｍ
さ
ん
】

仕
事
の
休
憩
中
の
ひ
と
と
き
に
楽
し
く
拝
読
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

【
東
金
市
広
瀬　
Ｈ
さ
ん
】

昨
年
中
止
と
な
っ
た
習
志
野
高
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
会
を

鑑
賞
い
た
し
た
く
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
応
募
し
ま
し
た
。
３
年

く
ら
い
前
に
大
多
喜
中
学
校
へ
見
に
行
き
ま
し
た
。
と
て

も
す
ば
ら
し
い
演
奏
で
し
た
。
ぜ
ひ
も
う
一
度
行
き
た
い

で
す
。

【
東
金
市
堀
上　
Ｈ
さ
ん
】

表
紙
の
暖
か
い
絵
に
惹
か
れ
て
手
に
取
っ
て
み
た
ら
、

ぎ
っ
し
り
東
金
の
情
報
が
あ
り
驚
き
ま
し
た
。
知
ら
な
い

こ
と
の
方
が
多
く
て
、コ
ロ
ナ
だ
か
ら
こ
そ
家
で
楽
し
め

て
、是
非
足
を
運
ん
で
み
た
い
と
思
う
所
を
近
場
で
見
つ

け
た
の
で
、落
ち
着
い
た
ら
行
っ
て
み
ま
す
。

【
東
金
市
南
上
宿　
Ｙ
さ
ん
】

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、コ
ロ
ナ
感
染
症
は
大
丈
夫
な

の
か
心
配
に
な
り
ま
し
た
。

【
東
金
市
日
吉
台　
Ｉ
さ
ん
】

地
元
の
情
報
が
載
っ
て
い
て
、と
て
も
参
考
に
な
り
ま
す
。

【
市
川
市　
Ｓ
さ
ん
】

内
容
が
充
実
し
て
お
り
、た
め
に
な
り
ま
し
た
。

【
山
武
市　
Ｋ
さ
ん
】

催
事
情
報
だ
け
で
な
く
、地
域
の
文
化
歴
史
的
コ
ラ
ム
が

た
め
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、リ
ー
フ
ノ
ベ
ル
も
楽
し
く
拝

読
し
ま
し
た
。
読
書
習
慣
を
取
り
戻
さ
ね
ば
と
思
っ
た
次

第
で
す
。

【
九
十
九
里
町　
Ｙ
さ
ん
】

毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

【
東
金
市
日
吉
台　
Ｎ
さ
ん
】

毎
号
拝
読
し
、行
楽
の
参
考
に
し
て
い
ま
す
。
特
に
リ
ー

フ
ノ
ベ
ル
の
フ
ァ
ン
で
、短
編
に
い
つ
も
感
動
で
す
。
子

ど
も
の
本
箱
は
時
々
孫
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
し
て
い
ま
す
。

■  

と
き
め
き
リ
ー
フ
ノ
ベ
ル

■  

と
・
き
・
め
・
い
・
て
T
O
G
A
N
E

■  

イ
ベ
ン
ト
＆
タ
ウ
ン
情
報

■  

感　
想

　今回紹介するのは、3月から配布を開始した「東金市の歴史マップ」です。
　このマップは、A 3用紙（297mm×420mm）を四つ折りにしたサイズになっており、マップを
広げても持ち運びしやすくなっています。
　東金市の歴史的名所の中から、11ヶ所を厳選して紹介しており、初めて東金市に来た方にもオ
ススメのマップです。
　生涯学習課窓口や図書館、みのりの郷東金等で配布しています。
　詳しくは、東金市生涯学習課（0475-50-1187）までご連絡ください！

東金の歴史紹介コーナー

繋繋ぐぐぜ、ぜ、歴史歴史！！

次回 秋号（vol. 96）は令和3年10月に発行予定です。設置場所については3ページをご覧ください。

と
き
め
き

読

者

の

ひ

ろ

ば

ときめき15



ときめきは再生紙を使用しています。
（東金市が、この広告における企業、製品、サービス内容等について推奨するものではありません。）

〒283- 8511  東金市東岩崎1-1
東金市生涯学習課

『ときめき vol. 95』 読者プレゼント係
☎ 0475- 50-1187   FAX 0475- 50-1294
Eメール  syogai@city.togane.lg.jp

ご希望の賞品番号とあなたの氏名、住所、電話番号、本誌を入手された場
所と本誌への感想、差支えなければ年齢と職業も書いてハガキ、FAX、E
メールでご応募ください。締め切りは8月20日（金）消印有効。当選者に
は当選のお知らせ（引換券）を発送します。

● 応募方法 ●あて先『
と
き
め
き
』
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
た
く
さ
ん
の
応
募
待
っ
て
ま
す
！

メールアドレス

※いただいた個人情報は、賞品の発送に係る事務にのみ使用させていただきます。
※本誌への感想は、「読者のひろば」において紹介させていただきます。

3名
とっちーバッグ ＆
ぷにぷにとっちー

（提供：道の駅みのりの郷東金）

買い物などに便利なバッ
クと、可愛いぷにぷにとっ
ちーのセットです。

2 5名
とっちーマスクM・抗菌マスクケース ＆
ぷにぷにとっちー

（提供：道の駅みのりの郷東金）

マスクケースは収納に便利で抗菌されています。
可愛いぷにぷにとっちーのセットです。

3

東金市マスコットキャラクター
「とっちー」

3名カフェ＆リストランテとっチーノ500円食事割引券 ＆ ぷにぷにとっちー
（提供：道の駅みのりの郷東金）

施設内にある開放的なイタリアンレストランの割引券と可愛いぷにぷに
とっちーのセットです。

1

syogai
テキスト ボックス

※応募の受付は終了しています。



